各ミッション導入VTR 絵コンテ集
各ミッション導入VTR 絵コンテ集
動画本数
全6本
1. 導入VTR「地震発生直後」
2. VTR②「避難中に要救護者が発生」
3. VTR③「避難所到着・設営開始」
4. VTR④「支援物資到着」
5. VTR⑤「避難生活の始まり」
6. VTR⑥「地域再建の初動」

フォーマット
・映像尺：各1分～1分30秒程度
・緊急地震速報音、館内放送風SE、足音、物音等を適宜活用する
・各動画の最後は、ミッション表示とともに決定音を入れ、司会進行へ自然につなぐ

動画① 導入VTR「地震発生直後」

使用場面：開会後、最初のミッション開始前
目的：参加者を災害発生時の状況へ引き込み、初動行動及び避難開始への意識を高める。
想定尺：約1分40秒
演出方針：穏やかな日常から緊急地震速報をきっかけに緊張感ある状況へ転換し、最後は「安全確保・避難開始」の行動へ接続する。

動画① 導入VTR絵コンテ
	CUT
	時間
	映像内容
	画角・動き
	ナレーション
	BGM
	SE
	テロップ
	テロップ位置
	演出メモ

	1
	0:00～0:08
	地域の穏やかな街並み、会場周辺外観、昼の空
	引き・固定
	今日は、いつもと変わらない地域の一日でした。
	明るく穏やか
	環境音のみ
	2026年9月12日 12:50
	左上
	安心感のある導入

	2
	0:08～0:15
	室内の落ち着いた様子、通路、人の足元
	中景・ゆるいパン
	地域の中では、それぞれの日常が流れていました。
	継続
	なし
	地域のいつもの午後
	下部中央
	平常時の空気感

	3
	0:15～0:19
	画面をやや暗くし静けさをつくる
	固定
	――そのとき。
	フェードアウト
	なし
	そのとき――
	中央
	切り替えの“間”

	4
	0:19～0:28
	緊急地震速報風画面
	静止グラフィック
	緊急地震速報です。強い揺れに警戒してください。
	なし
	緊急速報音
	緊急地震速報／強い揺れに警戒してください
	中央大
	警告色を使用

	5
	0:28～0:40
	照明の揺れ、棚や備品の揺れ、机を押さえる手元
	手持ち風
	大きな地震が発生しました。まずは、自分の身を守ってください。
	低音で緊張感
	揺れ音、物音
	地震発生／まずは身の安全を確保
	上部中央
	揺れは強すぎない

	6
	0:40～0:53
	頭を守る、しゃがむ、机の下に入る手元・足元
	寄り
	頭を守り、落ち着いて行動してください。
	継続
	ざわめき小
	頭を守る／落ち着いて行動
	下部中央
	動作重視

	7
	0:53～1:05
	暗めの通路、停電風演出、散乱物イメージ
	中景・固定
	揺れがおさまっても、危険は終わっていません。
	不安感あるBGM
	停電音
	停電発生／周囲の安全を確認
	上部中央
	状況悪化を示す

	8
	1:05～1:18
	障害物、出口方向を見る人、周囲確認
	パン
	落下物や障害物に注意し、周囲の安全を確認してください。
	継続
	靴音
	落下物に注意／障害物を確認
	下部中央
	行動指示を明確に

	9
	1:18～1:30
	複数人が出口方向へ向かう様子
	引き
	これから避難を始めます。あわてず、声をかけ合いながら移動してください。
	少し前進感
	館内放送風SE
	安全な場所へ避難を開始
	中央
	次行動への橋渡し

	10
	1:30～1:40
	ミッション表示
	静止
	あなたたちの最初のミッションは、安全確保と避難開始です。
	止め気味
	決定音
	ミッション1／安全確保・避難開始
	中央全面
	司会進行へ接続



VTR②「避難中に要救護者が発生」
使用場面：ミッション1終了後、ミッション2開始前
目的：避難行動から、支援が必要な人への対応へ意識を切り替える。
尺：1分15秒
演出方針：避難の継続中に「助けを必要とする人」が現れることで、参加者が自分以外の存在へ目を向ける流れをつくる。
動画② 絵コンテ
	CUT
	時間
	映像内容
	画角・動き
	ナレーション
	BGM
	SE
	テロップ
	テロップ位置
	演出メモ

	1
	0:00～0:08
	避難している足元、通路を進む人々
	足元中心・移動
	避難は始まりましたが、状況はまだ安定していません。
	緊張感を維持
	靴音、ざわめき
	避難開始後／余震のおそれあり
	左上
	前動画の続き感

	2
	0:08～0:16
	壁に手をつく高齢者イメージ
	中景
	避難の途中で、助けを必要としている人に出会いました。
	継続
	小さな声
	支援が必要な人がいます
	中央
	意識転換ポイント

	3
	0:16～0:24
	子どもを抱える保護者
	中寄り
	小さな子どもを連れた保護者。
	継続
	子どもの泣き声小
	乳幼児連れ
	下部中央
	支援対象を具体化

	4
	0:24～0:32
	座り込む人、体調不良者イメージ
	中寄り
	体調を崩した人。
	継続
	息遣い
	体調不良者
	下部中央
	短い切り返し

	5
	0:32～0:42
	手を差し伸べる、目線を合わせる
	寄り
	大切なのは、まず声をかけることです。
	やや安心感
	なし
	まずは声かけ
	中央下
	行動の起点を強調

	6
	0:42～0:54
	周囲と相談しながら支える様子
	中景
	一人で抱え込まず、周囲と協力して対応してください。
	継続
	小さな会話音
	状況確認／協力／支援
	下部中央
	協力の重要性

	7
	0:54～1:15
	ミッション表示
	静止
	次のミッションは、要救護者対応です。
	止め気味
	決定音
	ミッション2／要救護者対応
	中央全面
	実技へ接続



VTR③「避難所到着・設営開始」
使用場面：ミッション2終了後、ミッション3開始前
目的：避難所は到着して終わりではなく、自分たちで整える必要があることを伝える。
尺：1分20秒
演出方針：避難所の未整備状態を見せた上で、安全・動線・要配慮者対応など、設営に必要な視点を明確にする。

	CUT
	時間
	映像内容
	画角・動き
	ナレーション
	BGM
	SE
	テロップ
	テロップ位置
	演出メモ

	1
	0:00～0:08
	避難所外観、施設入口、掲示
	引き
	みなさんは避難所に到着しました。
	落ち着いた緊張感
	風音程度
	避難所到着
	左上
	ひと息つくが安心しすぎない

	2
	0:08～0:18
	がらんとした室内、未整備空間
	引き・ゆっくりパン
	しかし、ここはまだ十分に整っていません。
	継続
	室内環境音
	受け入れ準備が必要です
	中央
	空間の広さを見せる

	3
	0:18～0:30
	段ボール、毛布、備品の様子
	中景
	避難してくる人を受け入れるには、スペースづくりや動線の確保が必要です。
	継続
	箱の擦れる音
	スペースづくり／動線の確保
	下部中央
	具体物を見せる

	4
	0:30～0:40
	高齢者、子ども連れを想起するカット
	中景
	ここには、さまざまな人が集まります。
	継続
	なし
	高齢者／乳幼児連れ／体調不良者
	下部中央
	対象を見せる

	5
	0:40～0:53
	パーテーション、通路、案内表示イメージ
	パン
	安全な通路、見やすい表示、プライバシーへの配慮も重要です。
	継続
	なし
	安全／動線／プライバシー
	中央下
	3要素を明示

	6
	0:53～1:05
	資材へ触れる手元、設営準備
	寄り
	限られた資材を使って、みんなが過ごせる避難所を整えてください。
	やや前向き
	軽い物音
	限られた資材で整える
	下部中央
	行動に結びつける

	7
	1:05～1:20
	ミッション表示
	静止
	次のミッションは、避難所設営です。
	止め気味
	決定音
	ミッション3／避難所設営
	中央全面
	設営ミッションへ接続



VTR④「支援物資到着」
使用場面：ミッション3終了後、ミッション4開始前
目的：支援物資は届くだけでは十分でなく、仕分け・優先順位・搬送が必要であることを伝える。
尺：1分10秒
演出方針：物資の存在そのものではなく、「どう届けるか」の判断が重要であることを印象づける。
	CUT
	時間
	映像内容
	画角・動き
	ナレーション
	BGM
	SE
	テロップ
	テロップ位置
	演出メモ

	1
	0:00～0:08
	物資が届く、箱を下ろすイメージ
	中景
	避難所に支援物資が届きました。
	少し希望が見える
	箱を置く音
	支援物資が届きました
	左上
	流れに変化をつける

	2
	0:08～0:18
	水、食料、衛生用品、毛布
	寄り
	しかし、物資は十分とは限りません。
	継続
	なし
	数には限りがあります
	中央
	不足感を示す

	3
	0:18～0:30
	混在した物資、仕分け前の状態
	俯瞰
	誰に、何を、どの順番で届けるのかを考える必要があります。
	継続
	物資を触る音
	仕分け／優先順位／搬送
	下部中央
	分かりやすさ重視

	4
	0:30～0:42
	乳幼児、高齢者、体調不良者イメージ
	中景
	必要なものは人によって異なります。
	継続
	なし
	誰を優先するか
	中央下
	判断軸を示す

	5
	0:42～0:55
	物資を運ぶ手元、台車、受け渡し
	中寄り・移動
	必要な人へ、必要なものを届けなければなりません。
	継続
	台車音、足音
	必要な人へ届ける
	下部中央
	動きのある絵

	6
	0:55～1:10
	ミッション表示
	静止
	次のミッションは、物資仕分けと搬送です。
	止め気味
	決定音
	ミッション4／物資仕分け・搬送
	中央全面
	明快に締める



動画⑤ 「避難生活の始まり」
使用場面：ミッション4終了後、ミッション5開始前
目的：避難所到着後の生活維持の難しさと、支え合いの必要性を伝える。
尺：1分20秒
演出方針：恐怖ではなく、「困りごとが積み重なる避難生活」を伝え、備えと配慮の必要性を印象づける。
7-2．動画⑤ 絵コンテ
	CUT
	時間
	映像内容
	画角・動き
	ナレーション
	BGM
	SE
	テロップ
	テロップ位置
	演出メモ

	1
	0:00～0:10
	少し暗い避難所、静かな空気
	引き
	避難所での生活が始まりました。
	静かでやや切ない
	環境音のみ
	避難生活1日目
	左上
	夜を感じる色味が有効

	2
	0:10～0:22
	疲れて座る、寒そうに毛布を持つ様子
	中景
	ここからは、ただ過ごすだけではなく、生活を支える工夫が必要です。
	継続
	衣擦れ音
	不安／疲労／限られた備え
	中央
	生活の重みを示す

	3
	0:22～0:34
	簡易トイレ、ランタン、衛生用品
	寄り
	食べること、休むこと、清潔を保つこと。
	継続
	なし
	生活を支える工夫
	下部中央
	手元カット中心

	4
	0:34～0:46
	水、非常食、毛布のカット
	寄り連続
	限られた備えを、どう使うかが大切です。
	継続
	軽い物音
	限られた備えをどう使うか
	下部中央
	実物感を重視

	5
	0:46～0:58
	子ども、高齢者、体調不良者イメージ
	中景
	小さな子ども、高齢者、体調不良の人には、それぞれ違う配慮が必要です。
	継続
	なし
	配慮が必要な人を考える
	中央下
	配慮の視点を明示

	6
	0:58～1:20
	ミッション表示
	静止
	次のミッションは、避難所生活サバイバルです。
	止め気味
	決定音
	ミッション5／避難所生活サバイバル
	中央全面
	次行動に接続



VTR⑥「地域再建の初動」
使用場面：休憩後、最終ミッション開始前
目的：災害対応の先にある、地域を支える視点へつなげる。
尺：1分15秒
演出方針：避難所の安定後に残る地域課題を示し、市民と企業がともに支える関係性を考える入口とする。

	CUT
	時間
	映像内容
	画角・動き
	ナレーション
	BGM
	SE
	テロップ
	テロップ位置
	演出メモ

	1
	0:00～0:10
	落ち着き始めた避難所、周囲を見る人
	引き
	避難所の状況は、少しずつ落ち着いてきました。
	少し前向き
	環境音のみ
	状況は少しずつ落ち着いてきました
	上部中央
	緊張を少し和らげる

	2
	0:10～0:20
	地域の道路、住宅、商店、施設
	引き・パン
	しかし、ここで終わりではありません。
	継続
	なし
	ここからが次の課題です
	中央
	視点を外へ広げる

	3
	0:20～0:34
	道路、物資、見守り、片付けのイメージ
	カット連続
	地域には、これからも多くの困りごとが残ります。
	継続
	片付け音小
	道路／住まい／物資／見守り
	下部中央
	課題の広がりを見せる

	4
	0:34～0:48
	企業と市民が一緒に考える・動くイメージ
	中景
	地域を支えるには、市民だけでも、企業だけでも足りません。
	やや温度を上げる
	なし
	企業と市民で支え合う
	中央
	事業テーマの核

	5
	0:48～1:00
	手を動かす、指差し、共有する様子
	寄り
	それぞれができることを持ち寄り、支え合うことが地域の力になります。
	継続
	なし
	できることを持ち寄る
	下部中央
	前向きな余韻

	6
	1:00～1:15
	ミッション表示
	静止
	最後のミッションです。地域を守るために何ができるか、チームで考えてください。
	止め気味
	決定音
	最終ミッション／地域を支える初動会議
	中央全面
	発表準備へ接続



